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兵庫県北部、香住・浜坂低地における完新世の植生変遷

木　谷　幹　一*・三　浦　洋　一**

Ⅰ．は　じ　め　に

中国地方における完新世の植生変遷史に関

する研究は、日本海側では鳥取県菅原湿原１）

をはじめとして、岡山県蛇ガ乢 2）、兵庫県古

生沼3）、兵庫県大沼4）、広島県枕湿原5）、兵庫

県加保坂 6）など標高 300 ～ 800m付近の山間

部の湿原を中心として行われ、詳細に変遷史

が解明されている。

一方、臨海部に関しては、島根県中海・宍

道湖地域7）では詳細に研究されているが、

他は鳥取県菅野湿原 8）、そして兵庫県豊岡

市気比低地 9）のみである。ゆえに臨海部で

の変遷史は鳥取から豊岡までが空白地域と

なっている。

そこで、われわれはこの空白地域の植生

変遷史を補う資料とするために兵庫県香住

町と浜坂町の 3 地点で、花粉化石の抽出を

行い、所定の成果が得られたのでここに報

告する。

これらは 1987 年 9 月 23 日に当時の立命

館大学文学部地理学科の院生・学生が結成

した但馬海岸研究グループが、調査にて採

取した試料である。

Ⅱ．試料の採取地点の地形とその堆積物

　　の記載

試料の採取は第 1 図、第 2 図に示す 4 地点

においてピートサンプラーを用いて行った。

各地点の柱状図を第 3図に示す。

K–1および K–2地点は兵庫県香住町若松に

位置し、砂堆の背後の低湿地である（第 1図）。

H–1 地点は兵庫県浜坂町浜坂に位置し、背

後の山地より張り出した扇状地が岸田川によ

り浸食を受けた完新世段丘である（第 2図）。

T–1 地点は同じく浜坂町指杭に位置し、岸

田川の支流である田井川の氾濫原である（第

2図）。

K–1地点は、標高1.43mで青木ほか(1993)10）

のボーリング地点で、深度 –13.65mまで掘削

されており、深度 –5.39m まではシルト中に

ピートを 4層挟在するが、以深はほとんどが

シルトである。

そのうち深度 –3.40 ～ –3.60m の間は火山

灰質シルトとなっている。微量に含まれる火

山ガラスはやや薄手の無色透明の扁平型11）が

多くみられた。

貝殻は深度 –5.60m ではヤマトシジミ

（Corbicula japonica）、深度 –6.28 ～ 6.41mに

はコゲツノブエ（Clypeomorus coralium）やユ

ウシオガイ（Moerella rutila）などが産出した。
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また、硫黄の針状結晶や石膏の結晶は深度

–2.50m以深（標高約 –1.03m）で普遍的に産

出した。

14C年代は深度 –2.00～ –2.25mの間の未分

解の草本からなる泥炭から、2,650±90y.B.P

（N–5852) を、深度 –6.28mのコゲツノブエか

ら、4,750±400y.B.P（N–5851）を報告してい

る12）。

この年代値から深度 –3.40 ～ –3.60m の間

の火山灰質シルトは 3,000 ～ 4,000 年前のも

のと推定される。

H–1地点は、標高は約 4.8mで、深度 –4.88m

まで掘削されており、ほとんどシルトで、と

ころどころ淘汰の良い砂層を挟む。さらに深

度 –4.71 ～ –4.75m ではガラス質火山灰層が

挟在する。本火山灰層に含有されるガラスは

中～粗粒で無色～褐色透明の扁平型がみられ

る。

また、石膏の結晶は深度 –3.00m 以深（標

高約 1.8m）で普遍的に産出する。

14C年代は深度 –3.75～ –3.93mの間の泥炭

から、6,110± 115y.B.P（N-5853）が得られ

第 1 図 ボーリング地点（K–1・K–2 地点）

（国土地理院発行 1/25,000「香住」を使用）
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ている。年代値補正については青木ほか13）に

同じである。また深度 –4.71 ～ –4.75ｍの火

山灰層は上位の泥炭層の年代値が 6,000 年以

前を示すことから鬼界－アカホヤ火山灰層

（K–Ah）14,15）に対比される可能性が高い。

K–2 地点については記載を省略する。

T–1地点は、標高約 2.0mで、深度 –7.00mま

で掘削されており、深度 –1.75m までは礫混

じり砂で、深度 –1.40 ～ –1.50mでピートを

挟む。とくに深度 –1.50 ～ –1.75mの間では

洪水堆積を示す逆グレーディング構造 16）が

みられる。深度 –1.75 ～ -2.75mまではピー

ト、深度 –3.00mまではシルト、深度 –4.35m

までは淘汰の良い砂層、深度 –6.14ｍまでは

シルト、深度 –7.00m までは淘汰の良い礫混

じり砂である。さらに深度 -6.71 ～ –6.75m

ではガラス質火山灰層が挟在する。本火山灰

層に含有されるガラスは中～粗粒で無色～褐

色透明の扁平型がみられる。これも鬼界－ア

カホヤ火山灰層に対比される可能性がある。

また、石膏の結晶は深度 –2.75m 以深（標

高約 –0.75m）で普遍的に産出する。

Ⅲ．分　析　方　法

試料は各地点とも、分析方法は以下の手

順で行った。分析試料位置は第 3 図に示し

た。①試料 25g（湿潤重量）を選別・計量、

②フッ化水素酸処理、③塩化亜鉛による重

液分離、④アセトリシス（硫酸＋無水酢酸）

第 2 図 ボーリング地点（H–1 地点・T－ 1地点）

（国土地理院発行 1/25,000「浜坂」を使用）
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処理、⑤水酸化カリウム処理、⑥試料をグ

リセリンゼリーにて封入、⑦検鏡・同定に

当たっては、プレパラートの全面を走査し、

産出した花粉および胞子の総数を250個以

上計数した。

Ⅳ .結　　　果

木本花粉の産状に基づいて香住では 5 つ、

浜坂では 2つの花粉化石群集を認定した。

(1)K–1 香住町若松（第 4図）

KⅠ帯：スギ属（Cryptomeria）とコナラ亜属

（Lepidobalanopsis) の優占で特徴づけられ、そ

第 3 図 花粉分析試料採取位置

（・は試料採取位置）
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れぞれ 15％程度の出現率を示す。その他、ニ

レ－ケヤキ属（Ulmus-Zelkova）、カエデ属

（Acer) など落葉広葉樹種の要素がみられ、針

広混交樹林であったことが伺われる。さらに

少ないがアカガシ亜属（Cyclobalanopsis）がみ

られることが注目される。

KⅡ帯：KⅠ帯に引き続きスギ属が約17％を

占め、コナラ亜属が 13％から 1.5％急激に減

少する。その代わり、スギ属、ヒノキ科

（Cupressaceae)が4.5％から16％まで増加し、

針広混交樹林から針葉樹優勢への植生変化が

考えられる。

KⅢ帯：依然、スギ属の優占が続くが、アカ

ガシ亜属が 2％から 16％まで増加する。その

他、ヤマモモ属（Myrica) などもみられ、照

葉樹林が拡大してきたことがうかがわれる。

KⅣ帯：KⅢ帯に同様にスギ属が15～18％と

安定しているが、アカガシ亜属も安定し、シ

イ属－クリノキ属（Castanea-Castanopsis）の

増加もみられ、照葉樹林の安定した時期であ

る。後半、ブナ属（Fagus）とトチノキ属

（Aesculus）の急減がみられる。また、本帯の

中程でヒシ属（Trapa)、コウホネ属（Nuphur)

が見られることから、沼沢地もしくは湿地化

が考えられる。

KⅤ帯：スギ属、アカガシ属の急減とマツ属

（Pinus）の急増に特徴づけられる。二次林で

あるコナラ亜属の増加やイネ科（Gramineae）

のうちで栽培種と考えられるイネ型花粉

（Oryza Sativa）の急増から、人類による植生

破壊・農耕の開始と考えられる。

(2)H–１浜坂町浜坂（第 5図）

HⅠ帯：スギ属が 13 ～ 18％と、アカガシ属

が 16％程度みられ、これらの優占で特徴づけ

られる。中層ではブナ属など広葉樹が増加す

るが、全体として照葉樹林の安定が考えられ

る。

HⅡ帯：スギ属の優占は約 10％前後と変わ

らないが、アカガシ亜属の減少と二次林要素

であるマツ属とコナラ亜属が増加する。これ

と同時にイネ科のイネ型花粉が10％まで急増

する。このことから農耕の開始が考えられ、

水田の雑草であるヨモギ属（Artemisia）やカ

ヤツリグサ科（Cyperaceae）の増加もみられる。

(3)T–１浜坂町指杭（第 6図）

TⅠ帯：HⅠ帯と同様にスギ属（14％～ 27

％）・アカガシ亜属（9～ 22％）の優占で特徴

づけられる。その他、ナギ属（Podocarpus) や

シイ属－クリノキ属などの照葉樹林の要素が

みられ、安定した照葉樹林が考えられる。ま

た、マツ属が安定してみられるが、位置的に

海岸部から飛来したものと考えられる。

TⅡ帯：上部でイネ型花粉が2％から18％と

急増する。しかし、TⅠ帯で優占していたスギ

属やアカガシ亜属は少々減少するものの安定

しており、10％程度とほとんど変化がみられ

ない。このことから、平野部では照葉樹林が

伐採されて水田へ変化したが、山間部の谷に

生育していたスギや山麓の照葉樹林は伐採さ

れずにいたと考えられ、人類による破壊が河

川の流域にとどまり、背後の丘陵や山地まで

及ばなかったと考えられる。また、二次林の

要素であるマツ属やコナラ亜属はほとんど増

加していないことからも、破壊の程度は少な

かったことが裏付けられる。この点で二次林

の拡大のみられた H–１地点と異なる。
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第 4 図 花粉分析結果（K－ 1地点）
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第 5 図 花粉分析結果（H－ 1地点）
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第 6 図 花粉分析結果（T－ 1地点）
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Ⅴ .考　　　察

これまで述べてきた花粉化石群集は以下の

3つの時代に総括することができる。

針広混交樹林期（Cryptomeria, Quercus時代）

推定時期は 6,000 年前以前である。KⅠ・Ⅱ

帯に対応し、スギ属とコナラ亜属の優占で特

徴づけられ、スギ属は以後全層を通じて優占

する。このような例は、日本海側で特徴的に

みられる。その他、ニレ属－ケヤキ属、カエ

デ属などの落葉広葉樹がスギ属と混在してい

た。後半になってコナラ亜属が減少し、スギ

属、ヒノキ科・イチイ科の中心の針葉樹林優

占型へと移行していったと考えられる。冷温

帯林から照葉樹林期への移行期であったと考

えられる。

照葉樹林期（Cryptomeria,Cyclobalanopsis時代）

推定時期は 6,000 ～ 3,000 年前である。K

Ⅲ・Ⅳ帯、HⅠ帯、TⅠ帯に対応し、アカガシ

亜属の増加とスギ属の優占で特徴づけられ

る。コナラ亜属に変わってアカガシ亜属が急

激に増加を開始しスギ属にならんで優占す

る。また、この帯の上層部で、シイ属・クリ

属が増加し、ブナ属が消滅など照葉樹林が安

定したことが推定される。

二次林期（Pinus, Quercus時代）

推定時期は 3,000 年前以降である。KⅤ帯、

HⅡ帯、TⅡ帯に対応し、スギ属が依然高率で

出現しているもののマツ属が急増で特徴づけ

られる。アカガシ亜属が急減し、イネ型花粉

が出現することから、人類による植生破壊、

農耕の開始が考えられる。しかし、農地が拡

大したのは、主要河川流域の低地や段丘上の

みで、支流沿い低地や山地は深い照葉樹林に

つつまれたままであったと考えられる。

Ⅵ .ま　と　め

以上から兵庫県北部浜坂・香住低地におけ

る完新世の植生変遷について記述した。

当地域においてもスギ属はほとんど大部分

の層準において優占し、トチノキ属が安定し

て見られた。また、6,000 年以前には針広混

交樹林の発達を、6,000 年以降には照葉樹林

の発達を、3,000 年前以降に二次林の発達を

それぞれ確認した。同時に農地の拡大は矢田

川や岸田川などの主要河川流域低地と段丘上

にとどまり、支流沿いもしくは山地は照葉樹

林があったと考えられる

また、植生変遷からみて H–1・T–1 地点の

鬼界－アカホヤ火山灰層への対比に矛盾がな

いと考える。さらに K–1 地点の火山灰質シル

トは、20cmの層厚を有することから給源の近

さを推定させる。ならびにその前後の 14C年

代から推定される降灰時期から、三瓶大平山

火山灰層17）との対比が有力であると推定して

いる。しかし三瓶大平山火山灰層の記載岩石

学的性質が明確でないために今後の課題とす

る。

〔付記〕本文作成にあたり、立命館大学文学

部地理学教室の諸先生方、京都教育大学地学

教室の諸先生方、聖母女学院高等学校の松井

順太郎氏、甲南大学文学部非常勤講師の小倉

博之氏に深く感謝致します。また、本試料は

立命館大学文学部非常勤講師青木哲哉氏をは

じめとする但馬海岸研究グループにより採取

されたものである。私たちの研究試料として、

使用を許可頂きました。本研究には 1992 年度

住友財団環境研究助成を使用した。記して感

謝致します。
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